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写真 1 震動台模型 





































込むスピードも 1 年に 10cm くらいなので、本模型でプレートを 30cm 動かしたとすると、
なんと 1500 万年分（本模型のプレート厚さを 2cm とする）のプレートが移動したことにな
る。 






































写真 5 簡単地震計 
写真 4 プレート模型 






































写真 6 溶岩流模型 
写真 7 火山岩 
写真 9 火山ペーパークラフト 
写真 10 階段模型実験 
たクイズなどを用意して、それを実施してもらった後、顕微鏡で粒子を観察してもらった
ほうがより子ども達の理解が深まるものと考える。 
火山ペーパークラフト（写真 9）
はカルデラ火山の構造の学習に使
うためのものである。火山の構造
がどのようになっているのか、ど
うして噴火するのかなど視覚的に
見やすく訴えるので、展示物とし
て生徒にわかりやすくかったので
はないかと考える。火山の影響下
にいない人は、なかなか興味を持
ってもらうことは難しい。模型を
通して、自らへの影響や危険に対
する備えをもっていただく説明のさ
らなる工夫も必要になってくると思
う。また、ペーパークラフトは実際に生徒に作成してもらって、持って帰ることができる
ようにするのも興味を引くひとつの方法であるように思った。 
[水部門] 
展示物は以下のようである。 
実物大階段模型実験の映像展示 
実物大階段模型は宇治川オープンラボラトリ
ーに設置されている。本映像（写真 10）は、
取材にきたテレビ局がその体験時のレポート
をニュースとしてまとめたものである。階段
に水が流入している時、歩行は極めて困難に
なり、避難をすることが難しくなると予想さ
れる。近年の異常気象により局地的豪雨が多
発しているなか、河川の氾濫や地下街への降
雨の流入などが起こりうることが予想される。
映像の模型は宇治川オープンラボラトリ
ーにて体験す 
ることができる。パソコンの中の映像なので、実際の迫力をぜひ生徒達に体験していただ
きたいと思った。 
まとめ 
 2004 年度より技術室で取り組まれているバーチャル体験防災学活動、中学校文化祭や毎
年京都市青少年科学センターで行われる｢青少年のための科学の祭典｣で出展、キャンパス
公開での出展などを通した業務で大きな成果を得た。若手技術員の活躍は大きいものであ
ると考える。模型の製作・運搬、説明するための知識の習得、実際の展示、模型の撤収ま
で通し、技術室による社会貢献活動が活発に行われた。いくら知識が豊富であっても、日
常生活を含む体験を通した経験がないと知恵とならない。近年の情報化社会では知識はい
くらでも簡単に得ることができるであろう。｢知識｣をいかにして、日常の｢応用力｣として
結びつけるか、｢知識｣を結びつけて｢知恵｣とするためのステップが今回に代表される社会
活動であると考える。今後においても大学の社会貢献は必要な項目であり、技術員の果た
す役割は大きい。 
 反省点としては、現象を見せるのは難しくないことであるが、現象をどのように説明す
れば生徒達により興味を持ってもらえるのかについては非常に難しい面があったように感
じた。人によって興味の持ち方や知識量に差があることから、同じ説明でも理解してくれ
る人・そうでない人・興味を示してくれる人・そうでない人がいる。僕たち技術員は教え
る立場にはないかもしれないが、上記のようなことは、中学生に模型の展示出展・説明を
することによって得られた貴重な経験であった。 
